
【考え方】 
し尿収集必要量＝仮設トイレ必要人数×し尿の1人1日平均排出量 
災害廃棄物発生量＝1棟当たりの平均延床面積（平均延べ床面積） 
             ×単位延床面積当たりの災害廃棄物発生量 
             ×解体建築物の棟数（＝全壊棟数） 
【結果】 
し尿：約2万L/日（花折断層帯地震）～約6万L/日（琵琶湖西岸断層帯地震） 
災害廃棄物：約146万ﾄﾝ（花折断層帯地震） 
          ～約223万ﾄﾝ（琵琶湖西岸断層帯地震）  
        （参考：滋賀県全体 約187万～約403万ﾄﾝ） 

【試算方法】 
（１）一次仮置場必要面積 
   ＝（a＋①余裕幅）2 
 ①余裕幅：5m    
 ②仮置量 
  ＝（a2+ab+b2)×1/3×高さ 
 ③仮置場高：5m 
 ④法面勾配：1：1 
 ⑤災害廃棄物等（混合状態） 
    の見かけ比重：1.0トン/m3 

 

（２）二次仮置場必要面積 
 仮設の混合物処理施設を設置して3年間での処理を想定し、災害廃棄物量か
ら下表に基づいて必要なユニット面積を算出した 
 

平成２８年度災害廃棄物処理計画策定モデル事業（滋賀県大津市）  

○発生量（災害廃棄物・し尿） 
○仮置場面積 
○仮置場のレイアウト 
○処理困難廃棄物の取扱い 

し尿・災害廃棄物の発生量の推計 

災害廃棄物の最大仮置量の試算 

○発生量（災害廃棄物・し尿）

モデル事業の対象 

○対象とする地震 
・琵琶湖西岸断層帯地震（右図） 
  全壊棟数：約24,000棟 
・花折断層帯地震 
  全壊棟数：約16,000棟 

被害想定 

琵琶湖西岸断層帯地震の震度分布 

 大津市廃棄物減量推進課・危機防災対策課と連携し、大津市の災害廃棄物処理体制を構築するため、災害
廃棄物処理計画の策定を目指し、モデル事業を実施した。今年度末に災害廃棄物処理計画を策定予定。 

 一次仮置場処理期間（準備期間含む）を(A)1.5年、(B)2年、(C)2.5年の3ﾊﾟﾀｰﾝ
で試算した災害廃棄物の仮置量は下表のとおり 

仮置場面積の試算 

A B C

被災現場 解体期間（年） 1.0 1.5 2.0 初期準備期間を含む

処理期間（年） 1.5 2.0 2.5 初期準備期間を含む

最大仮置量 38% 27% 21%

処理期間（年） 2.5 2.5 2.5 撤去等の期間を含む

最大仮置量 59% 38% 17%

一次仮置場

二次仮置場

パターン
備考

一次仮置場面積試算の概念図 

タイプ ha/unit 処理量（t/日） 処理量平均（t/日） 

固定式 4.0 300 ～1,200 750 

移動式 4.5 140 ～570 355 

 

【試算結果】 

 環境省が示す方法（災害廃棄物対策指針技術資料に示される算出方法）によ
る試算結果と、本モデル事業による試算結果※の比較は下表のとおり 
 ※一次仮置場処理期間（準備期間含む）を(A)1.5年、(B)2年、(C)2.5年の3ﾊﾟﾀｰ 
   ﾝで計算 
 

地震の種類 仮置場の種類 
環境省が 

示す方法 
A B C 

琵琶湖西岸断

層帯地震 

一次仮置場 76 28 21 17 

二次仮置場（固定式） 
－ 

51 37 24 

二次仮置場（移動式） 71 57 43 

花折断層帯地

震, 

一次仮置場 50 16 12 10 

二次仮置場（固定式） 
－ 

35 26 17 

二次仮置場（移動式） 47 38 29 

 

一次仮置場・二次仮置場の最大仮置量 

混合物処理施設のユニット面積と処理量 

出典：「第6回 大規模災害発生時における災害廃棄物対策検討会資料」 

仮置場必要面積の試算結果 

1 



・仮置場に搬入される廃棄物の種類を想定 
・平時のごみ分別区分を基本とする 
・市外での搬出処理を考慮し、品目を細分化 
・平時の処理対象外品目で災害時に発生するごみは新たに分別区分を設ける 
・資源ごみは、平時のごみ収集体制で回収可能とし、レイアウトから外す 

仮置場のレイアウト案 

・発生が想定される処理困難物（薬品類・PCB含有機器・腐敗性廃棄物・アスベ 
 スト・家電・自動車・漁具・漁網・船舶・消火器・ガスボンベ）について、保管・ 
 運搬・処理方法を取りまとめた 

処理困難物の取り扱い 

例：薬品類（毒物・劇物、有機溶剤等）・PCB含有機器 

一次仮置場レイアウト案 

二次仮置場レイアウト案 2 




